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  加古川市病院跡地整備事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）は、（加古川東市民

病院跡地整備事業（以下「本事業」という。）に関して、落札者決定基準（平成 30 年 10 月 17

日公表）に基づき、提案内容等の審査を行いましたので、審査結果及び審査講評をここに報告

します。  
  平成 31 年３月 28 日   

加古川市病院跡地整備事業者選定委員会 

委員長 末包 伸吾 
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Ⅰ．選定委員会 
１．委員の氏名及び選任理由 

選定委員会委員は、加古川市病院跡地整備事業者選定委員会規則第３条に基づき、組織さ

れています。 

 

 氏 名 所 属 役職 

委員長 末包 伸吾 神戸大学大学院 工学研究科 教授 

副委員長 長濵 伸貴 神戸芸術工科大学 芸術工学部 環境デザイン学科 教授 

委員 工藤 和美 明石工業高等専門学校 教授 

委員 杣山 貴要江 兵庫大学 生涯福祉学部 こども福祉学科 教授 

委員 藤森 龍 兵庫県広域防災センター センター長 

委員 淵本 隆 南芳苑町内会 会長 

委員 柳谷 佐代子 加古川市社会教育委員 副委員長 

（参考）加古川市病院跡地整備事業者選定委員会規則 
（組織） 
第３条 委員会は，委員７人以内で組織する。  
２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 
(1) 学識経験を有する者 
(2) 設計及び建設業務に係る建築物の用途に関する専門的知識を有する者 
(3) 地域を代表する者 
(4) その他市長が適当と認める者 

 

 

２．開催日及び案件 
  開催日及び案件は以下のとおり行いました。 

 

回 開催日 主な案件 

第１回 平成30年(2018年)８月31日 ・今後の進め方について 

・要求水準書（案）について 

・入札説明書（案）について 

・事業者選定方法について 

・落札者決定基準（案）について 

第２回 平成30年(2018年)９月28日 ・落札者決定基準（案）及び審査プロセスについて

・要求水準書（案）の修正について 

第３回 平成31年(2019年)３月18日 ・入札参加資格の審査結果報告について 

・基礎審査結果の報告について 

・事業者ヒアリングについて 
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Ⅱ．審査結果 
１．入札参加資格審査 
  入札参加資格審査書類について、表１に示す２グループから提出があり、選定委員会での

審査の結果、いずれのグループも参加資格を有していることを確認しました。 

 

表１ 入札参加資格審査申請者 

 Ａグループ Ｂグループ 

代表企業 前川建設株式会社 株式会社ノバック 

構成員 
株式会社小野設計 

西部電気建設株式会社 

株式会社加藤建築事務所 

三宅建設株式会社 

協力企業  

ミツヤ設計株式会社 

株式会社山口電機 

大成工材株式会社 

 

２．入札書類審査 
（１）提案書類及び提案価格の確認 

参加資格を有する２グループともに、提案書類が提出され、提出された提案書類が入札説

明書等の指定どおりにすべて揃っていること、更に提案価格が予定価格の範囲内であること

を確認しました。   
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（２）基礎審査 

基礎審査の対象となった２グループの提案内容について、表２に掲げる基礎審査の審査基

準をすべて満たしていることを確認しました。 

 

表２ 基礎審査の審査基準 

審 査 項 目 審 査 基 準 

事業計画 入札金額 ・予定価格を超過していないこと。 

価格内訳 ・施設整備に係る費用の算定方法に誤りがないこと。 

事業実施体制 ・事業実施体制が明示されていること。 

・各業務を実施する構成員及び協力企業とその役割が明確に

示されていること。 

・事業実施体制が入札参加者構成と整合していること。 

施工計画 ・適切な施工計画が策定されていること。 

・実現可能な事業工程となっているとともに、事業条件が満

たされていること。 

リスク管理の考え方 ・リスクの分担者、分担方法、分担者のリスク管理能力が明示

されていること。 

施設整備 

計画 施設整備計画 ・事業計画地の範囲内に配置されており、法令に適合した計

画であること。 

・施設の規模について、要求水準が満たされていること。 

・各室が要求水準を反映した基本的性能を備えたものである

こと。 

設備機器整備計画 ・設備機器の仕様について、要求水準を満たしていること。

・施設整備計画と適合した配置であること。 
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（３）性能審査 

① 評価方法 

選定委員会は、落札者決定基準に基づき、加点項目ごとに表３に示す基準により４段階

で評価し、それに応じて計算される得点（加点）を付与しました。（※） 

※ 審査を担当した委員による得点を、加点項目ごとに単純平均しています。 

 

表３ 性能審査加点項目の評価基準 

評価 評価指標 加算割合 

Ａ 当該評価項目において非常に優れている 配点×1.0 

Ｂ 当該評価項目において優れている 配点×0.75 

Ｃ 当該評価項目において適切な提案がなされている 配点×0.5 

Ｄ 当該評価項目において具体性や実現性に欠ける 配点×0.25 

 

 

 

② 評価結果 

性能審査加点項目の評価結果は、表４に示すとおりです。 

表４ 評価結果 

加点項目 配点 Ａグループ Ｂグループ

提案全般  

 本事業への理解・取組姿勢及び提案全体のバランス 30 27.86 18.21

小計 30 27.86 18.21

事業計画  

 

施工計画 

リスク管理の考え方 

モニタリング体制 

30 27.50 25.00

地域社会、地域経済への貢献 40 28.57 28.57

小計 70 56.07 53.57   
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加点項目 配点 Ａグループ Ｂグループ

全体配置  

 敷地全体のゾーニング及び配置計画 40 34.29 24.29

小計 40 34.29 24.29

複合施設  

 
安全性（防災・防犯の観点） 40 28.00 30.00

機能性・快適性 50 43.75 29.17

小計 90 71.75 59.17

消防署  

 
安全性（防災・防犯の観点） 40 32.50 27.50

機能性・快適性 50 40.63 34.38

小計 90 73.13 61.88

屋外広場  

 
安全性（防災・防犯の観点） 40 28.00 22.00

機能性・快適性 50 41.67 27.08

小計 90 69.67 49.08

その他  

 

LCC（ライフサイクルコスト）の低減 

環境負荷の低減 
30 25.00 22.50

複合施設、消防署等の景観デザイン 60 51.43 32.14

小計 90 76.43 54.64

合計 500 409.20 320.84
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（４）価格審査 

   ① 価格評価点の算定方法 

以下の式により算定して得られた値を価格評価点とし、価格評価点の計算にあたっては、

小数点第三位以下を四捨五入しました。 

 

価格評価点＝ 500 点 ×最低入札価格 ／ 入札価格 

 

   ② 算定結果 

価格評価点の算定結果は表５に示すとおりです。 

表５ 価格評価点の算定結果 

 Ａグループ Ｂグループ 

入札価格 2,490,000,000 円（税抜） 2,478,000,000 円（税抜） 

価格評価点 497.59 点 500.00 点 

 

（５）最優秀提案の選定 

① 最優秀提案の選定方法 

選定委員会において、性能評価点と価格評価点を合計して総合評価点を算出しました。 

 

② 選定結果 

表６に示すとおりの総合評価点で、Ａグループの提案を最優秀提案として選定しました。 

 

表６ 総合評価結果 

評価項目 配点 Ａグループ Ｂグループ 

性能評価点 500 409.20 点 320.84 点 

価格評価点 500 497.59 点 500.00 点 

合計（総合評価点） 1,000 906.79 点 820.84 点  
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Ⅲ．審査講評 
本事業は、火災や地震といった災害から市民を守る消防署と、子どもから高齢者までが集

い交流する公民館と子育てプラザを一体的に整備する事業です。加古川市は「交流」「学び」

「安心」「憩い」「賑わい」の５つのキーワードをコンセプトとした施設を整備することに

より、「地域に愛される開かれた空間」の創出を図ることを目指します。また、その具体化

にあたっては、民間事業者のノウハウを活用できる、設計施工一括発注方式（DB 方式

（Design：設計、Build：施工））にて実施します。 

本選定委員会は、昨年８月より２回の審議を実施し、事業者の選定方法と基準について検

討しました。その結果は、入札説明書と同時に公表した落札者決定基準に反映されています。

また、提案書類の審査に当たりましては、落札者決定基準に基づき、適正な審査を行い、最

終的な結果を得ました。 

さて、今回の両グループの提案は、具体的かつ工夫を凝らした優れた点が数多く認められ

ました。入札説明書と同時に公表した要求水準書や落札者決定基準を丁寧に読み込み、さら

には地域性や施設運営の背景まで考慮し、提案書の作成に臨んだことが伺えます。選定委員

会として改めて感謝と敬意の念を表します。 

本事業の提案に係る審査は、提案の強みと弱みを勘案して総合的な評価を行い、厳正な審

査の結果、前川建設株式会社を代表企業とするＡグループの提案を最優秀提案として選定し

ました。 

Ａグループの提案は、人と人とのつながりを重視した基本理念のもと、機能の複合化やエ

リアの分断の解消、地域資源を意識付ける景観形成など、市民の交流や地域への愛着の醸成

を促す工夫が随所に見られる優れた提案でした。高く評価されたのは、以下の事項です。 

 

・複合施設について、限られた敷地のなかで、正面沿道と三ツ池側を分断しないよう、建

物１階に設けた自由通路で結んだ。 

・自由通路とその南北に配した広場を一体的な空間とし、多様な用途に使えるよう工夫し

た。 

・消防署における緊急車両の出入口に柱がない広い開口部を設け、緊急車両の出動が迅速

かつ安全に行えるよう工夫した。 

 

その一方で、ヒアリング等では次の事項について、一部不安が残る事項、改善が望まれる

事項がありました。 

 

・不特定多数の人が出入りできる子育てプラザの周辺において、一部に死角がある。 

・多くの子どもたちに見られる機会の多い訓練棟において、「見られる」ことを踏まえた

デザインの工夫に乏しい。 

 

Ｂグループの提案は、「開かれた施設」と「安全の確保」の両立という設計上の難しさを

十分に理解のうえ、開放性よりも安全性を優先するという方針のもと、セキュリティを高め
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る施設配置を提案した点に特徴がありました。しかしながら、「地域に愛される開かれた空

間」という本事業の目標を実現するための提案に乏しかったことも否めません。 

その他、両グループとも、災害への対応や環境、地域経済への配慮については、それぞれ

工夫を凝らした提案がありました。 

 

本事業の事業者選定に係る審査は以上のとおりですが、選定されたＡグループは、先に指

摘した課題となる部分については、今後、加古川市との協議の中で実現可能な具体策を示し

ていただくことをお願いします。また、その他の点についても、施設の利用者や運営者の意

見に耳を傾け、今後、長く市民に愛される施設となるよう期待するものであります。 

 


